
平成３０年 ５月２２日
平戸市立田平北小学校
学校便りＮｏ．（ １５ ）

校長 曽川 和則

◇◇◇ たゆみなく流れて清き「わが田平北小」◇◇◇

学校教育目標：「進んで学び、心豊かで、心身ともにたくましい児童の育成をめざす」

☆★☆彡 第１５話：「天晴れ！北っ子の『いい顔』『いい声』『いい心』あふれた運動会」の巻 ☆★☆彡

５月２０日（日）ついに待ちに待ったその日が
やってきました。平成３０年度田平北小学校運動

会の開会を告げる号砲が五月の青空いっぱいに鳴り響き、「いい顔」をした北っ子たちの入場です。赤組
団長：中倉宏斗くん、白組団長：白川奨梧くんに導かれ、やる気満々の子どもたち。その気持ちを言葉
にして発表してくれたのは、１年生の石田裕愛さん、立石湊真くん、森下晃羽くん、西未優架さんでした。

開会式が終わり、競技が始まると、子どもたちの「いい声」が運動場いっぱいに広がりました。徒競
走で負けじとゴールを目指す赤組白組の選手。
それを一生懸命に応援する仲間たちの声と姿。

一週間延期となった運動会を力いっぱい笑顔いっぱいに楽しむ子どもたちに会場からたくさんの声援
と拍手が送られました。特に見る者に大きな感動を与えてくれた１・２年生表現「やってみよう！」の
ダンス、そして３・４年生表現「ソーラン節」の演舞。仲間たちと心を一つにして繰り広げられたパフ
ォーマンスに会場が湧き上がりました。さらに圧巻だったのは、５・６年生表現「The 組体操２０１８」。
小学校最後の運動会を噛みしめるかのように一つ一つの技に全力集中する６年生、その６年生に導かれ、
チームワークを大切に演技する５年生。まさに、北っ子の「いい心」が結集された素晴らしい「組体操」
を私たちは目の当たりにしました。閉会式では、児童代表６年大浦瑞希くんが「自分たちにとって最後

の運動会は、とてもいい運動会だった」と語って
くれました。また一つ北小の物語ができました。

※裏面に「北っ子の運動会メモリアル（写真）」を掲載しています。こちらも、どうぞご覧ください。



北っ子の『いい顔』『いい声』『いい心』あふれた運動会（平成３０年５月２０日：日曜日）

みんながキラリと輝いた運動会！


